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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】二つ折り式で床板体を折り畳んで一人で移動さ
せることができるように小型化し、容易に運送すること
ができる上、包装したり保管したりする際に使用する材
料を減らすことができる折り畳み式床板体を提供する。
【解決手段】折り畳み式床板体は、第１の床板体１０及
び第２の床板体２０を備える。第１の床板体は、互いに
隣接した第１のベッドフレーム１１及び第２のベッドフ
レーム１２を有する。第１のベッドフレーム及び第２の
ベッドフレーム下は、折畳み可能な脚杆１３及び斜め支
持脚杆１４により支持され、第１の床板体が地面に安定
的に設置される。第２の床板体はヒンジで枢着されたベ
ッドフレーム２１，２２と折畳み可能な脚杆１４を有し
、第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレームの側
辺上には、第１の関節機構１５が設けられている。第１
の関節機構は、固定杆１５１及び可動自在杆１５２を有
する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第１の床板体及び第２の床板体を備えた折り畳み式床板体であって、
上記第１の床板体は、互いに隣接した第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレームを
有し、第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレーム下は、折畳み可能な脚杆及び斜め
支持脚杆により支持され、第１の床板体が地面に安定的に設置され、第１のベッドフレー
ム及び第２のベッドフレームの側辺上には、第１の関節機構が設けられ、第１の関節機構
は、固定杆及び可動自在杆を有し、固定杆と可動自在杆との間には、ラチェット車輪が設
けられてそれらが連結され、可動自在杆の側端には、延伸杆が枢着され、延伸杆には結合
孔が形成され、
上記第２の床板体は、ヒンジにより枢着された第１のベッドフレーム及び第２のベッドフ
レームを有し、第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレーム下は、収納可能な脚杆に
より支持され、第２の床板体が地面に安定的に設置され、第１のベッドフレーム及び第２
のベッドフレームの周枠に貫通された開口部が側辺に形成され、開口部に延伸杆及び可動
自在杆が挿設され、第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレームの周枠上の長孔に固
定部材が挿入されてから、第１の関節機構の結合孔に螺着され、第１の床板体と第２の床
板体とが結合されて折り畳んでソファー又はベッドとして用いたり、床板体を完全に収納
したりすることを特徴とする折り畳み式床板体。
【請求項２】
　前記第１の床板体及び第２の床板体の第１のベッドフレームは、第２の関節機構を利用
して多段式で折り曲げて起こすことが可能な可動自在フレームが枢着されていることを特
徴とする請求項１に記載の折り畳み式床板体。
【請求項３】
　前記第１の床板体の第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレームと、斜め支持脚杆
との間には、斜め引き部材が連結されていることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み
式床板体。
【請求項４】
　前記斜め引き部材はケーブルであることを特徴とする請求項３に記載の折り畳み式床板
体。
【請求項５】
　前記斜め引き部材は折り曲げ可能な長尺状杆であることを特徴とする請求項３に記載の
折り畳み式床板体。
【請求項６】
　前記第１の床板体、第２の床板体の第１のベッドフレーム及び第２のベッドフレーム上
には、所定の数の固定片が設けられ、固定片のＬ字状溝には、脚杆上のねじが下から上方
向へかけて挿設され、固定片の頂面上のナットが螺着され、脚杆を締め付けたり緩めたり
して脚杆を上方へ起こして収納したり下ろしたりしてナットが固定片上の突条体により位
置拘束されることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式床板体。
【請求項７】
前記第１の床板体の第１のベッドフレームと第２のベッドフレームとの隣接した側辺上に
は、少なくとも１つのキャスターが設けられていることを特徴とする請求項１に記載の折
り畳み式床板体。
【請求項８】
前記第１の床板体及び第２の床板体上には、マットレスが敷設されていることを特徴とす
る請求項１に記載の折り畳み式床板体。
【請求項９】
前記固定部材は手回しねじであることを特徴とする請求項１に記載の折り畳み式床板体。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本考案は、折り畳み式床板体に関し、特に、二つ折り式の折り畳み式床板体に関する。
【背景技術】
【０００２】
図１４に示すように、従来のソファー用床板体は、ベッドフレーム５０と、ベッドフレー
ム５０の両側辺に対応して固設された折り畳み機構５１と、２つの折り畳み機構５１上に
固設してマットレスを取り付けるために用いるとともに、ベッドフレーム５０に対して摺
動し、ソファー又はベッドを構成する支持フレーム５２，５３と、を含む。実際に使用す
る際、折り畳み機構５１を利用して操作し、第２の支持フレーム５３により第１の支持フ
レーム５２に対して僅かに後ろに傾いている背凭れ部が形成され、実用的なソファーを形
成したり、折り畳み機構５１が前板により位置決め状態に位置されて支持フレーム５２，
５３を水平に並列し、利用者が寝る際に使用する床板体を形成したりしている。
【０００３】
しかし、従来の構造は以下のような問題点があった。第１の支持フレーム５２と第２の支
持フレーム５３とをベッドフレーム５０に対して摺動させてソファー又はベッドを構成し
て２種類目の使用形態として用いることができるが、支持フレーム５２，５３が１ピース
式のブロック体であるため、それ自体を折り曲げることができない上、ベッドフレーム５
０に対して折り曲げて収納することもできないため、床板体を包装して小型化するには限
界があり、収納したり移動したりする際、２人以上で協力して運送しなければならず、不
便であった。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的は、二つ折り式で床板体を折り畳んで一人で移動させることができるよう
に小型化し、容易に運送することができる上、包装したり保管したりする際に使用する材
料を減らすことができる折り畳み式床板体を提供することにある。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体を示す斜視図である。
【図２】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体を示す分解斜視図である。
【図３】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体の脚杆を示す分解斜視図である。
【図４】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体の脚杆を展開したときの状態を示す
簡略図である。
【図５】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体の脚杆を収納したときの状態を示す
簡略図である。
【図６】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体をソファーに変化させたときの状態
を示す斜視図である。
【図７】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体をソファーに変化させたときに別の
角度から見たときの状態を示す斜視図である。
【図８】本考案の一実施形態に係る第２の床板体を引っ張って平らな状態にしたときの状
態を示す側面図である。
【図９】本考案の一実施形態に係る第２の床板体を第１の床板体へ向かって引っ張り、折
り重ねたときの状態を示す平面図である。
【図１０】本考案の一実施形態に係る第２の床板体を第１の床板体へ向かって引っ張り、
折り重ねたときの状態を示す斜視図である。
【図１１】本考案の一実施形態に係る第１の床板体及び第２の床板体を二つ折りにしたと
きの状態を示す斜視図である。
【図１２】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体を完全に折り畳んだときの状態を
示す斜視図である。
【図１３】本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体に手すりを結合させたときの状態
を示す斜視図である。
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【図１４】従来の折り畳み式床板体を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【０００６】
　図１及び図２を参照する。図１及び図２に示すように、本考案の一実施形態に係る折り
畳み式床板体は、第１の床板体１０及び第２の床板体２０を含む。第１の床板体１０は、
互いに隣接した第１のベッドフレーム１１及び第２のベッドフレーム１２を有する。第１
のベッドフレーム１１及び第２のベッドフレーム１２下は、折畳み可能な脚杆１３及び斜
め支持脚杆１４により支持され、第１の床板体１０を地面に安定的に設置し、第１のベッ
ドフレーム１１及び第２のベッドフレーム１２の側辺上に第１の関節機構１５を設ける。
第１の関節機構１５は、固定杆１５１及び可動自在杆１５２を有する。固定杆１５１と可
動自在杆１５２との間には、ラチェット車輪１５３が設けられて連結され、可動自在杆１
５２の側端には、延伸杆１５４が枢着され、延伸杆１５４には結合孔１５５が形成されて
いる。第２の床板体２０は、ヒンジ２３により枢着された第１のベッドフレーム２１及び
第２のベッドフレーム２２を有する。第１のベッドフレーム２１及び第２のベッドフレー
ム２２下は、収納可能な脚杆２４により支持され、第２の床板体２０を地面に安定的に設
置し、第１のベッドフレーム２１及び第２のベッドフレーム２２の周枠に貫通された開口
部２５が側辺に形成され、開口部２５に延伸杆１５４及び可動自在杆１５２を挿設し、第
１のベッドフレーム２１及び第２のベッドフレーム２２の周枠上の長孔２６に固定部材３
０（即ち、手回しねじ）を挿入してから、第１の関節機構１５の結合孔１５５を螺着し、
第１の床板体１０と第２の床板体２０とを結合して折り畳んでソファー又はベッドとして
用いたり、床板体を完全に収納したりする。
【０００７】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、第１の床板体１０及び第２の床板体２
０のベッドフレーム１１，２１は、身体を横たえたときの頭部の位置が、第２の関節機構
１１１，２１１を利用して多段式で折り曲げて起こすことが可能な可動自在フレーム１１
２，２１２が枢着されている。
【０００８】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、第１の床板体１０のベッドフレーム１
１，１２と斜め支持脚杆１４との間に斜め引き部材１６が連結され、斜め引き部材１６が
引き戻されると、自重により押下されて斜め支持脚杆１４が外側へ広がって低くなり、斜
め引き部材１６は、ケーブル又は折り曲げ可能な長尺状杆でもよい。
【０００９】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、第１の床板体１０、第２の床板体２０
の第１のベッドフレーム１１，２１及び第２のベッドフレーム１２，２２上に所定の数の
固定片１７，２７（図３～図５参照）が設けられ、固定片１７，２７のＬ字状溝１７１，
２７１には、脚杆１３，２４上のねじ１３１，２４１が下から上方向へかけて挿設され、
固定片１７，２７の頂面上のナット１８，２８を螺着し、脚杆１３，２４を締め付けたり
緩めたりして脚杆１３，２４を上方へ起こして収納したり下ろしたりし、ナット１８，２
８が固定片１７，２７上の突条体１７２，２７２により位置拘束され、脚杆１３，２４が
回転する際に空転することを防ぐ。
【００１０】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、第１の床板体１０の第１のベッドフレ
ーム１１と第２のベッドフレーム１２との隣接した側辺上に、少なくとも１つのキャスタ
ー１９が設けられている。
【００１１】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、床板体１０，２０上にマットレスが敷
設されてもよい。
【００１２】
　本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体を実際に使用する際、床板体１０，２０を
完全に展開した後（図１参照）、利用者は床板体１０，２０上に横たわり、可動自在フレ
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ーム１１２，２１２を多段式に折り曲げて起こしてから固定すると、利用者の好みに応じ
て枕を最適な角度にすることができる。折り畳み式床板体をソファーに変化させて使用す
る際（図６及び図７参照）、第１の関節機構１５の多段式に折り曲げる特性により第２の
床板体２０を上方へ折り曲げ、第２の床板体２０の脚杆２４を収納して第２の床板体２０
を背凭れとして用い、斜め支持脚杆１４により支持して斜め引き部材１６により引き戻す
ことにより、後方へ寄りかかる際に後ろにひっくり返ってしまうことを防ぐ。
【００１３】
　図８～図１２に示すように、床板体を収納する際、まず、固定部材３０を緩めてから第
２の床板体２０が長孔２６で画定した範囲内で上方へ向けて適宜起こされ、第１の関節機
構１５の可動自在杆１５２から第２の床板体２０を引き出すことができ、マットレスの厚
さに応じて第１の床板体１０へ向けて折り重ねると、第１の床板体１０のベッドフレーム
１１，１２が互いに隣接されているが互いに連結されていない状態となる。第２の床板体
２０のベッドフレーム２１，２２は互いに枢着され、第１のベッドフレーム１１，２１と
第２のベッドフレーム１２，２２とが二つ折りにされるとキャスター１９により直接接地
され、第１の床板体１０の脚杆１３と斜め支持脚杆１４とが収納されると、第１の床板体
１０と第２の床板体２０とが完全に収納され、体積を大幅に小さくすることができる。
【００１４】
　図１３に示すように、本考案の一実施形態に係る折り畳み式床板体は、第１の床板体１
０、第２の床板体２０のうちの少なくとも１つの床板体の両端に、折り曲げ可能な手すり
４０がそれぞれ結合されていてもよい。
【００１５】
　上述したことから分かるように、本考案の折り畳み式床板体は、二つ折り式で床板体を
折り畳んで一人で移動させることができるように小型化し、運送する際に便利な上、包装
したり保管したりする際に使用する材料を減らすことができる。
【符号の説明】
【００１６】
１０　第１の床板体
１１　第１のベッドフレーム
１２　第２のベッドフレーム
１３　脚杆
１４　斜め支持脚杆
１５　第１の関節機構
１６　斜め引き部材
１７　固定片
１８　ナット
１９　キャスター
２０　第２の床板体
２１　第１のベッドフレーム
２２　第２のベッドフレーム
２３　ヒンジ
２４　脚杆
２５　開口部
２６　長孔
２７　固定片
２８　ナット
３０　固定部材
４０　手すり
５０　ベッドフレーム
５１　折り畳み機構
５２　第１の支持フレーム
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５３　第２の支持フレーム
１１１　第２の関節機構
１１２　可動自在フレーム
１３１　ねじ
１５１　固定杆
１５２　可動自在杆
１５３　ラチェット車輪
１５４　延伸杆
１５５　結合孔
１７１　Ｌ字状溝
１７２　突条体
２１１　第２の関節機構
２１２　可動自在フレーム
２４１　ねじ
２７１　Ｌ字状溝
２７２　突条体

【図１】
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